




























は、翌四六年三月、公職追放 適用されており、それに先立っての人事であった。校長となった は、この後三年半、戦後の混乱した難局を自身の卓越した語 力もって、ＧＨＱの意向を正確に読み取って学園を守り、教育の改革期に至徳学園を牽引し のである。　
鮎澤巌は、一八九四（明治二七）年一〇月一五日、現
常陸太田市で、元水戸藩士 父宗平、母タケ 次男として生まれた。男子 人兄弟である。長兄が東京 商船学校へ入学したのを機に一家で上京し、芝に住む。一二歳であった。そこで芝中学に進学した（福本和子「鮎澤巌先生につい ―戦後のご活躍のかげ ―」 『鮎澤巌先生記念誌』鮎澤巌先生記念誌編集世話人、一九九八年。以下、鮎澤の略歴については、同論文及び「鮎澤巌先生略年表」を参照） 。そして、その同学年 柴田德次郎がい
たのである。二人は友人となった。　
また、この頃鮎澤は、安部磯雄（日本社会主義運動の
先駆者） ユニテリアン教会に足を運んでいた。そこで彼の心をうごかしたのが、安部が主宰していたキリスト教的人道主義を唱う「社会主義研究会」であった。その社会改良 思想が、 後に 立法に取り組み、 ＩＬＯ（国際労働機関）に関わる契機となった。　
一九一一（明治四四）年、芝中学を卒業した鮎澤は、







（ハイスクール）からホイットマンカレッジを経て、一九一五（大正四）年、クウェーカー（キリスト友会）のハバフォード大学へ入学する。鮎澤の談では「そこで私は、ワットソンという有名な社会学の先生から講義をきき、以前から抱いていた社会奉仕に身をささげようという考えを再び起こした」 （ 「わが心の日記」 『毎日新聞』一九六六年八月一四日）という。　
次いで一九一七（大正六）年、コロンビア大学大学院













たげはじめていた。それ以前は、国際間の問題は国と国との交渉であったが、その中 労働者が代表として参加するようになり、 ＩＬＯが国際連盟 一部としてできた。そして一九二〇（大正九）年、鮎澤の願いがかなうかたちでＩＬＯ帝国代表ジュネーブ事務所に勤務す こ になったのであ 。　
一九二三 （大正一二） 年よりは、 ＩＬＯ本部勤務となっ











































































































































一九八二 （昭和五七） 年一一月三〇日 国士舘では、 「元
至徳学園校長故鮎澤巌先生十回忌追悼法要」を、ご遺族をはじめ、学校法人役員、教職員及び知人多数を招いて盛大に執り行った。その際、長男鮎澤純氏が遺族代表の挨拶のなかで、　　
亡父がよく、 「これもまた芝中時代の柴田德次郎先
　　
生と同窓生の友情の結晶であり、自分がこの際でき
　　
るだけのことをして、立派なその友情に対して、こ
　　
の大学に全力を尽してゆきたい」と申しておりまし
　　
たが、今日、かくも盛大な大学が建設されましたこ
　　
とを、亡父は天上から見て、喜んで ることと思い
　　
ます。 （ 「家族一同感激ひとしお…遺族代表のご挨拶」
　　
『国士舘大学新聞』第二三二号、一九八二年一二月
　　
二七日）
　
と述べられている。まさに鮎澤巌と柴田德次郎の友情
が国士舘を救ったと言えよう。
